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⑴ 手紙 手紙 トイレットペーパー
⑵ 娘 娘 母
⑶ 老婆 老婆 女房
⑷ 外人 外人 よその人
⑸ 猪 豚 いのしし
⑹ 看病 看病 病気を見てもらう
　筆画が減らされた簡略文字を学生に教える時
に、必ずもともとの漢字がどの漢字であるかを学
生に教える。そうすることによって学生は中国語
の簡略文字を覚えやすくなる。中国語の漢字はほ
とんど一つの文字は一つの発音しかないので、一
つ一つの漢字の発音を覚えれば、たくさんの単語
の発音が読めるようになることを学生に教える。
　例えば、中国語の単語“生活”の中の“生”の
発音は“sheng”と発音するが、ほかの単語の中
にある“生”の発音はみな同じで、“sheng”と
発音する。
例
中国語の単語 日本語の意味
⑴ sheng　生　　日 誕生日
⑵ sheng　生　　人 見知らぬ人
⑶ sheng　生　　命 生命
⑷ 　　　sheng　学　　生 学生
⑸ 　　　sheng　出　　生　　地 出生地
⑹ 　　　sheng　谋　　生 生計の道をはかる
３．語順
　中国語は日本語のような用言の活用がない。日
本語の場合は、動詞、助動詞、形容詞、形容動詞
の語尾に「未然形」「連用形」「終止形」「仮定形」「命
令形」という五つの変化があり、いわゆる用言の
活用というものがある。その活用によって文法的
な役割が果たされるわけである。しかし中国語の
場合は、語尾の変化が一切ない、漢字ばかりで、
漢字の並べ方によっては意味が変わったり、非文
になったりすることがある。つまり語順が文法的
な役割を果たすところが大きいのである。
　下記の例を参照
　中国語 　日本語の意味
⑴ 我派他去北京。 わたしは彼を北京に派遣する。
⑵ 他派我去北京。 彼はわたしを北京に派遣する。
⑶ 他在食堂吃饭。 彼は食堂でご飯を食べる。
⑷ 他吃饭在食堂。 （非文）
３．１　時間と場所の語順
３．１．１　時間表現の語順
　中国語の時間表現の語順は二つある。一つは述
語の前に置き、もう一つは述語動詞の後に置く。
日本語は中国語と違って、時間表現は全部述語の
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前に置かなければならない。
⑴「いつ～する」という意味を表す場合、中国語
の時間表現は日本語の語順とまったく同じであ
る。「時間表現＋動詞」のパターンを学生に覚え
させよう。
　例えば
１）わたしは来月中国へ行く予定です。 （日本語）
　　我下个月要去
Ｖ
中国。 （中国語）
２）わたしは毎朝ジ
Ｖ
ョギングする。 （日本語）
　　我每天早上跑
Ｖ
步。 （中国語）
⑵動作の継続時間すなわち時間の長さを表す場
合、中国語の時間表現は日本語の語順と違って、
動詞のすぐ後につけなければならない。「動詞＋
時間表現（時間の長さ）」の形になる。
　例えば
１）わたしは一週間滞
Ｖ
在するつもりです。 （日本語）
　　我打算呆
Ｖ
一个星期。 （中国語）
２）夕べわたしは２時間テレビを見
Ｖ
ました。 （日本語）
　　昨天晚上我看
Ｖ
了两个小时电视。 （中国語）
⑶学生の中に英語の影響を受け、「いつ～する」
という意味を表す中国語の時間表現を語尾につけ
る人が必ず何人かいる。学生に注意する必要があ
る。
　例えば、
１）我买了一个新手机昨天。
　　（わたしは昨日新しい携帯電話を買った。）
３．１．２　場所表現の語順
　学生の中に英語の影響を受け、動作の行われる
場所を表す場所詞を文末につける学生をたびたび
見かける。
　例えば
１）他看报纸在客厅。
　　（彼はリビングで新聞を読んでいる。）
　中国語では動作の行われる場所を表す場合、す
なわち「どこどこで～する」ということを表すと
き、前置詞（介詞）“在”を使い、場所詞の前に
置き、その後に述語動詞を置く。「“在”＋場所詞
＋動詞」の形になる。
　日本語の場合は、格助詞「で」を使って、場所
詞の後に置く。この点においては、中国語と日本
語の語順が違う。このことを学生に注意しなけれ
ばならない。
　例
２）彼は工場で働いている。 （日本語）
　　他在工厂工作。  （中国語）
３）わたしはレストランでアルバイトしている。（日本語）
　　我在餐馆打工。 （中国語）
４．三つの品詞の“在”
　“在”の品詞は三つある。前述の前置詞用法以
外に、また副詞でもあり、動詞でもある。それぞ
れの使い方を学生に分かりやすく説明する必要が
ある。前置詞の使い方は前項に取り上げられたの
で、ここには例だけを挙げよう。
４．１　前置詞の“在”
　例
１）わたしはレストランでアルバイトしている。（日本語）
　　我在餐馆打工。 （中国語）
４．２　副詞の“在”
　副詞の“在”は動詞の前につけて、動作の進行
状態を表す。「“在”＋動詞」の形になる。
　例
１）她在睡
Ｖ
觉。（彼女はいま寝ている）
２）她在打
Ｖ
电话。（彼女はいま電話をかけているところだ）
４．３　動詞の“在”
　動詞の“在”は文の中で動詞述語の役割を果た
す。人、物の存在場所を表す。「存在する人・物
＋“在”＋場所詞」の形になる。
　例
１）田中现在在
Ｖ
家呢。（田中さんはいま家にいますよ）
２）你的车钥匙在
Ｖ
桌子上。（あなたの車のキーは机にあります）
５．助詞“了”の正しい使い方
　中国語の助詞“了”は過ぎ去ったことを表すこ
とが多いから、日本語の過去形助詞「た」で対応
できることが多い。そこで、中国語の助詞“了”
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の使い方は日本語の助詞「た」と同じだと誤解す
る学生が多い。次のような間違い文がしばしば見
かけられる。
１）昨日とても暑かった。
　　Ｘ　昨天很热了。
　　Ｏ　昨天很热。
２）彼は数年前北京に住んでいた。
　　Ｘ　他几年前住在北京了。
　　Ｏ　他几年前住在北京。
注、「Ｘ」は非文であり、「Ｏ」は正しい文である。
　中国語の助詞“了”は動作の実現、完了を表す
助詞と状態の変化を表す助詞の二種類ある。前記
の二例はいずれもこれに該当しない。二例とも非
文である。中国語では、ある動作や出来事が過去
のものを表す場合、前記の例のように“昨天”や
“几年前”など時間を表す名詞で表すことができ
る。過去のことであっても、動作の完了、状態の
変化を表さなければ、助詞“了”を使ってはいけ
ない。
６．助詞“了”と「“是……的”」の構文との違い
　「あなたたちはいつ来たのですか」という文を
学生に中国語に訳させたら、日本人学生はよく
“你们什么时候来了？”というふうに助詞“了”を
使う。これは間違いである。こういう場合は「い
つ」来たのか、その「来た時間」を知りたいので
あり、「“是……的”」の構文を使うべきである。
１）あなたたちはいつ来たのですか。
　　Ｘ　你们什么时候来了？
　　Ｏ　你们是什么时候来的？
　「“是……的”」の構文は過ぎ去った動作の「時
間」「場所「手段・方法」などを取り立てて強調
する構文である。“是”は取り立てて強調される
語句の前につけ、“的”は基本的に述語動詞の後
につける。なお、“是”は省略することができる。
　例
２）你们是什么时候来的？
　（あなたたちはいつ来たのですか）時間強調
３）这件衣服你是 在哪儿买的？
　（この洋服はどこで買ったのですか）場所強調
４）你们是怎么来的？
　（あなたたちはどうやって来ましたか）手段・方法強調
５）你怎么知道的？
　（あなたはどうやって知ったの？）“是”の省略
７．否定表現“不”と“没”の違い
　“不”と“没”は共に否定を表す副詞であるが、
その使い方には違いがある。しかし学生は否定を
表す時、殆ど“不”ばかり使う。従って、“不”
と“没”の使い分けを分かりやすく学生に説明し
なければならない。
７．１“不”の用法
７．１．１　「“不”＋“是”」
　判断を表す動詞“是”を否定する時、否定副詞
“不”を使う。
　例
１）他不是美国人。 （彼はアメリカ人ではない。）
２）今天不是星期三。 （今日は水曜日ではない。）
７．１．２「“不”＋形容詞」
　“不”は形容詞の前につけて、性質、状態の否
定を表す。すなわち形容詞の否定は否定副詞“不”
を使う。
　例
１）她今天有点儿不高兴。
　（彼女は今日少し機嫌が悪いです。）
２）我家离学校不远。
　（私の家は学校から遠くありません。）
７．１．３「“不”＋動詞」
　意志を否定する時、動詞の前に否定副詞“不”
をつける。
　例
１）再便宜，我也不要。
　（いくら安くても、わたしは要りません。）
２）我不买没用的东西。
　（使いそうもない物をわたしは買いません。）
７．２“没”の用法
７．２．１「“没”＋動詞」
⑴“没”は“不”と同じように否定を表す副詞で
あるが、過ぎ去った動作の否定、過去の事柄を否
定する場合、動詞の前に否定副詞“没”をつける。
１）我昨天没洗澡。
　（わたしは昨日お風呂に入らなかった。）
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２）我今天早上没吃早点。
　（わたしはけさ朝ごはんを食べなかった。）
⑵まだ始まっていない動作・未実現の動作を否定
する時、動詞の前に否定副詞“没”をつける。
１）我们还没下课呢。
　（私たちはまだ授業が終わっていませんよ。）
２）我还没吃饭呢。
　（わたしはまだご飯を食べていませんよ。）
７．２．２「“没”＋動詞＋“过”」
　過去の経験の否定は否定副詞“没”を使う。
　例
１）她没去过中国。
　（彼女は中国へ行ったことがない。）
２）我没当过翻译。
　（わたしは通訳を務めたことがない。）
おわりに
　中国語は日本語と同じく漢字が用いられてい
て、筆談でも通じるぐらいだから、中国語は学び
やすいと思って、中国語を履修登録した学生がい
るが、けっしてそうではない。中国語は簡略文字
が使われ、形が同じ漢字でも意味が全然違うもの
もあるし、文法的な違いも大きい。学生にはそれ
を十分に認識させなければならない。また学生は
母国語や英語の知識の影響を受け、中国語を誤っ
て表現したりすることも多いので、授業ではその
普遍性のある間違いを学生全員に注意する必要が
ある。教える過程は学習の過程でもあり、気づい
たことなどを絶えず記録し、授業の教え方に工夫
を重ね、学生に分かりやすい授業を行い続けて行
こうと思う。
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